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『
競
伊
勢
物
語
』
に
就
き
て

0.5

『
浮
世
絵
芸
術
』
第
四
巻
第
十
二
号

昭
和
十
年
十
二
月
十
三
日
発
行

此
十
月
、
明
治
座
に
中
村
吉
右
衛
門
一
座
の
歌
舞
伎
が
懸
り
、
そ
の
一
番
目
狂
言
に
珍
ら
し
く
も
、『
競
伊
勢
物
語
』

ハ
マ
チ
ヨ
ウ

ハ

リ

マ

ヤ

ハ
ナ
ク
ラ
ベ

の
「
春
日
村
」
が
上
演
さ
れ
た
。
随
分
久
し
振
り
の
上
演
で
、
最
近
で
は
、
大
正
四
年
八
月
に
帝
国
劇
場
で
、
や
は
り
吉
右

衛
門
が
演
し
た
と
の
事
で
あ
る
。

ダ

さ
れ
ば
、
東
京
で
は
実
に
三
十
一
年
振
り
の
上
場
で
あ
る
。
又
大
阪
で
も
以
前
は
よ
く
、
雁
次
郎
が
演
し
て
居
た
の
で
あ

ダ

る
が
、
其
時
に
当
り
何
時
も
、「
小
由
」
の
役
を
し
て
居
た
先
代
中
村
梅
玉
が
歿
し
て
か
ら
、
小
由
役
者
が
な
く
、
全
く
出

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
兎
に
角
近
頃
の
歌
舞
伎
の
演
し
物
と
し
て
は
、
出
点
に
於
て
も
見
物
で
あ
る
の
で
、
早

速
明
治
座
へ
馳
せ
付
け
た
の
で
あ
る
が
、
今
其
時
の
所
感
を
次
に
少
し
書
く
事
に
す
る
。
が
其
前
に
、『
競
伊
勢
物
語
』
其

物
に
付
き
少
し
調
べ
た
事
を
述
べ
て
見
よ
う
と
思
う
。

扨
此
『
競
伊
勢
物
語
』
と
云
う
芝
居
は
、
安
永
四
乙
未
の
四
月
大
阪
中
之
芝
居
に
て
、
座
本
嵐
松
治
郎
の
芝
居
に
、
奈
河

亀
助
が
元
祖
中
村
歌
右
衛
門
の
為
に
書
き
卸
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
院
本
も
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
と
云
う
事
で
あ
る
。
而
し

て
、
其
作
意
は
大
近
松
作
の
『
井
筒
業
平
河
内
通
』
に
負
う
所
多
く
、
即
わ
ち
、
時
代
を
王
朝
に
藉
り
、
惜
仁
親
王
と
惜
喬

親
王
の
皇
位
諍
い
に
絡
り
、
井
筒
姫
、
業
平
の
恋
情
、
総
の
有
常
の
忠
義
、
忍
ぶ
文
字
摺
の
伝
説
等
を
取
り
入
れ
全
五
段
に

綴
っ
た
物
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
眼
目
は
、
や
は
り
、「
春
日
村
小
由
住
家
」
で
、
全
体
か
ら
云
う
と
、
三
段
目
に
当
る
所

で
あ
る
。
一
体
此
様
な
演
題
は
、
王
朝
物
と
て
重
い
物
と
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
、
其
初
演
当
時
の
番
付
も
、
台
帳
も
幸
持

モ

ノ
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合
せ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
に
依
り
、
初
演
の
時
の
役
割
を
左
に
記
す
と
、

未
四
月
五
日
ゟ
新
き
や
う
け
ん
は
ん
つ
け

座
本

嵐

松

治

郎

大
和
に
筒
井
里

競
伊
勢
物
語
五
冊
物

ハ

ナ

ク

ラ

ベ

イ

セ

モ

ノ

ガ

タ

リ

河
内
に
生
駒
山

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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郎
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桝
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役
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鐃
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郎
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、
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房
通
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郎
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役

一
、
春
日
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豆
四
郎
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桝

徳
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郎
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、
む
ら
さ
め

三

桝

徳

次

郎
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一
、
あ
ら
川
宿
弥

藤

川

柳

蔵

一
、
津
の
国
お
波

中

村

喜
世
三
郎

一
、
名
虎
の
ぼ
う
こ
ん

中

村

歌
右
衛
門

二
役

一
、
紀

有

常

中

村

歌
右
衛
門

一
、
惟
仁
し
ん
の
う

市

川

吉

太

郎

一
、
大
納
言
宗
岡

市

川

宗

三

郎

一
、
あ
が
た
の
広
貫

三
役

市

川

宗

三

郎

一
、
高
安
左
衛
門

市

川

宗

三

郎

一
、
井

筒

姫

尾

上

粂

助

一
、
藤
太
女
房
関
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戸

三
役

尾

上

粂

助

一
、
春
日
野
信
夫

尾

上

粂

助

一
、
惟
喬
し
ん
の
う

坂

東
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五

郎

一
、
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三
郎

藤

川

八

蔵

一
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仕
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田
作

三

桝
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五

郎

二
役

一
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春
日
野
小
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三

桝
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五

郎

一
、
二
条
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后

座
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と
あ
り
、
丸
本
の
役
名
と
同
じ
で
あ
る
が
、
丸
本
の
方
に
は
此
外
に
、
浄
瑠
璃
役
割
と
し
て
、
左
記
の
如
く
掲
げ
ら
れ
て
あ

る
、

壱
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鶴

沢

四

郎

吉

野

澤

常

五

郎

之
を
初
め
、
色
々
考
え
て
見
た
が
、
此
狂
言
が
芝
居
に
書
き
卸
さ
れ
た
の
は
、
前
に
も
云
っ
た
通
り
、
安
永
乙
未
四
月
で
、

院
本
も
同
時
に
刊
行
さ
れ
、
操
に
上
場
さ
れ
た
の
は
同
年
八
月
、
都
万
太
夫
座
に
於
い
て
、
豊
竹
島
太
夫
竹
本
春
太
夫
が
語

っ
た
の
が
初
め
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
居
る
が
、一
説
に
、同
年
四
月
に
既
に
操
は
上
場
さ
れ
て
居
る
と
云
わ
れ
て
居
る
か
ら
、

そ
れ
が
此
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
三
段
目
の
竹
本
曽
和
太
夫
と
云
う
人
等
か
ら
考
え
て
、
大
分

疑
っ
た
処
、
た
ま
〳
〵
当
時
芝
居
の
番
付
（
前
記
の
）
を
入
手
し
て
、
そ
の
終
り
に
、
は
し
な
く
も
、
曽
和
太
夫
、
初
太
夫
、

佐
賀
太
夫
及
ひ
宮
古
路
一
仲
等
の
名
前
を
発
見
し
て
、
此
役
割
が
「
チ
ョ
ボ
」
の
役
割
で
あ
っ
た
事
を
初
め
て
知
っ
た
訳
で

あ
る
。
初
演
当
時
の
模
様
は
伴
の
如
く
で
あ
る
が
、
此
芝
居
は
大
入
大
当
り
で
あ
っ
た
様
で
、
其
後
八
年
目
の
天
明
三
癸
卯

四
月
に
、
そ
の
二
度
目
の
上
演
を
、
同
じ
く
大
阪
中
の
芝
居
、
座
本
嵐
他
人
に
て
上
演
さ
れ
、「
い
か
る
が
藤
太
」
と
「
紀

有
常
」
を
尾
上
菊
五
郎
「
名
虎
の
亡
魂
」、「
小
よ
し
」
を
加
賀
屋
歌
七
、「
関
の
戸
」、「
井
筒
姫
」、「
信
夫
」
の
三
役
を
山

下
八
百
蔵
、「
女
房
通
路
」、「
在
原
業
平
」、「
豆
四
郎
」
の
三
役
を
三
桝
徳
次
郎
（
以
下
略
）
等
が
主
な
る
役
割
で
あ
る
が
、

其
後
も
、
寛
政
八
丙
辰
八
月
に
、
同
じ
く
大
阪
中
之
芝
居
に
て
、
又
享
和
三
癸
亥
三
月
、
大
阪
角
の
芝
居
に
て
上
演
さ
れ
、

自
来
屡
々
舞
台
に
か
ゝ
っ
て
居
り
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
、
彼
の
中
村
雁
次
郎
や
先
代
中
村
梅
玉
等
が
三
回
程
上
演
し
て

居
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
戸
の
方
で
は
、
前
に
も
一
寸
云
っ
た
如
く
、
受
け
の
好
く
な
い
狂
言
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
上
場
度
数
は
極

め
て
少
く
、
先
ず
そ
の
最
初
は
、
文
化
六
巳
己
九
月
中
村
座
で
、
役
割
は
、「
荒
川
宿
弥
」
と
「
紀
有
常
」
が
高
助
、「
小

由
」
と
「
名
虎
の
亡
魂
」
と
「
行
平
」
が
歌
右
衛
門
、「
信
夫
」、
が
仙
女
「
女
房
通
路
」
が
路
考
、「
い
か
る
が
藤
太
」
と
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「
仕
丁
和
田
作
」
が
三
十
郎
、「
豆
四
郎
」
と
「
業
平
」
が
吉
三
郎
等
で
あ
っ
た
が
、
此
時
は
九
月
十
七
日
が
初
日
で
、
僅

か
十
二
日
後
の
同
二
十
九
日
よ
り
は
、
大
切
の
「
廓
文
章
」
は
居
据
わ
り
で
、
一
番
目
の
「
伊
勢
物
語
」
を
「
男
一
疋
嫁
入

献
立
」（
黒
船
忠
右
衛
門
）
に
変
更
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
其
後
は
ず
っ
と
下
っ

て
、
嘉
永
三
庚
戌
五
月
河
原
崎
座
の
上
演
で
、
此
時
は
海
老
藏
が
「
名
虎
の
亡
魂
」、「
い
か
る
が
藤
太
」、「
紀
有
常
」
の

三
役
、
粂
三
郎
が
「
在
原
業
平
」、
豆
四
郎
」、「
生
駒
姫
」
の
三
役
、
九
蔵
の
「
小
由
」、
等
で
あ
る
が
、
海
老
蔵
は
こ
の

前
年
、
即
嘉
永
二
巳
酉
七
月
京
都
北
側
芝
居
で
「
紀
有
常
」
を
務
め
、
同
じ
く
八
月
大
阪
中
の
芝
居
で
「
名
虎
の
亡
魂
」、

「
い
か
る
が
藤
太
」、「
小
由
」
の
三
役
を
務
め
て
居
り
、
嘉
永
庚
戌
年
は
追
放
赦
免
に
な
っ
て
九
年
目
で
、
江
戸
へ
帰
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
演
し
物
か
ら
云
っ
て
大
阪
土
産
と
云
う
様
な
心
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
次
は

も
う
明
治
三
十
六
年
市
村
座
で
、
延
二
郎
（
今
の
延
若
）
の
有
常
に
、
福
助
（
先
代
梅
玉
）
の
小
由
で
上
演
さ
れ
、
次
い
で

大
正
四
年
八
月
の
帝
国
劇
場
の
吉
右
衛
門
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、此
度
の
上
演
は
、江
戸
で
は
五
回
目
と
云
う
事
に
な
る
。

大
正
四
年
八
月
の
時
は
、
序
幕
に
「
逢
坂
山
毘
沙
門
堂
ノ
場
」
が
あ
り
、「
息
女
駒
姫
実
ハ
黒
駒
八
郎
」
が
中
村
東
蔵
（
現

大
谷
友
右
衛
門
）、
橘
左
衛
門
尉
康
頼
が
十
三
代
目
の
守
田
勘
弥
、
真
巌
坊
玄
哲
が
尾
上
菊
五
郎
、
奴
浪
平
が
中
村
吉
右
衛

門
と
い
う
役
割
で
あ
る
が
、
此
場
は
後
の
補
作
で
あ
り
、
直
接
本
筋
に
関
係
の
な
い
場
で
あ
る
。
二
幕
目
が
「
奈
良
街
道
玉

水
ガ
淵
の
場
」
で
、
大
詰
が
「
春
日
野
小
由
住
居
ノ
場
」、「
同
奥
ノ
間
ノ
場
」
で
、
主
な
る
配
役
は
、「
信
夫
」
が
故
三
世

菊
次
郎
、「
豆
四
郎
」
が
三
津
五
郎
、「
ど
ら
の
鐃
八
」
が
新
十
郎
「
小
由
」
が
故
松
助
、「
有
常
」
が
吉
右
衛
門
、「
業
平
」

が
三
津
五
郎
、「
井
筒
姫
」
が
菊
次
郎
で
あ
っ
た
。
此
時
は
松
助
の
小
由
が
大
分
不
評
を
買
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
今
後
の

上
演
の
所
感
を
述
べ
る
前
に
一
寸
操
の
方
の
『
伊
勢
物
語
』
に
つ
き
一
言
し
て
置
き
度
い
。
此
狂
言
が
操
に
初
め
て
上
場
さ

れ
た
の
は
、
前
述
の
如
く
、
安
永
四
乙
未
の
八
月
都
万
太
夫
座
で
、
役
場
は
三
段
目
切
の
「
春
日
村
」
は
島
太
夫
で
あ
る
と
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伝
え
ら
れ
て
居
る
。
又
是
も
前
に
一
寸
述
べ
た
事
で
あ
る
が
、
此
八
月
以
前
、
即
同
年
四
月
に
既
に
操
に
上
場
さ
れ
た
と
の

説
も
あ
る
が
、
座
も
役
場
も
未
詳
と
云
う
事
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
此
の
方
の
上
場
の
事
実
は
信
じ
兼
ね
る
と
思
う
の
で
あ

る
。
而
し
て
都
万
太
夫
座
に
於
け
る
初
演
の
時
の
役
場
も
、「
春
日
村
」
は
島
太
夫
と
が
一
日
替
り
で
勤
め
た
と
の
説
も
あ

る
が
、「
義
太
夫
年
表
」
に
は
左
記
の
通
り
に
な
っ
て
居
る
。
即
、

大
和
に
筒
井
里

八
月
二
日

競
伊
勢
物
語

ハ
ナ
ク
ラ
ベ

河
内
に
生
駒
山

名
代

都

万

太

夫

豊

竹

島

太

夫

太
夫

竹

春

本

太

夫

大
序

豊
竹
阿
蘇
太
夫

口

竹
本
繁
太
夫

初

中

竹
本
津
太
夫

三

次

豊
竹
三
好
太
夫

次

竹
本
繁
太
夫

中

豊
付
粂
太
夫

役

中

竹
本
宇
佐
太
夫

切

豊
竹
島
太
夫

段

中

豊
竹
井
筒
太
夫

目

切

竹
本
絹
太
夫

道
行

竹
本
春
太
夫
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ツ
レ

豊
竹
三
好
太
夫

二

口

竹
本
律
太
夫

段

中

豊
竹
粂
太
夫

四

口

豊
竹
伊
奈
太
夫

目

切

竹
本
春
太
夫

段

中

竹
本
春
太
夫

目

切

竹
本
絹
太
夫

五
段
目

竹
本
宇
佐
太
夫

三
味
線

竹

沢

弥

七

以
下
略

と
あ
り
、
茲
で
は
春
太
夫
は
「
二
の
切
」、「
道
行
」、「
四
の
中
」
の
三
役
に
な
っ
て
居
る
が
、
此
役
割
は
番
付
に
依
っ
た

も
の
と
さ
れ
て
居
る
が
、
少
し
疑
わ
し
い
様
に
思
う
の
で
あ
る
。
殊
に
紋
下
太
夫
が
島
太
夫
と
春
太
夫
と
の
二
人
に
な
っ
て

居
り
、「
春
日
村
」
の
役
場
が
両
人
交
替
等
の
説
あ
る
か
ら
、
或
い
は
其
の
方
が
真
実
か
、
又
は
「
春
日
付
」
の
端
場
の
彼

の
「
は
つ
た
い
茶
」
の
件
を
春
太
夫
が
勤
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
共
、
其
「
風
」
か
ら
考
え
る
と
想
像
を
巧
ま
し
ゅ
う
出
来
る

の
で
あ
る
。
尚
茲
の
島
太
夫
は
二
世
若
太
夫
の
島
太
夫
で
、
二
代
目
を
襲
名
し
て
後
再
び
旧
名
に
戻
っ
た
時
で
あ
る
。
島
太

夫
と
し
て
は
、
初
代
二
氏
の
両
説
が
あ
る
が
、
後
者
の
方
が
正
し
い
様
で
あ
る
。
又
春
太
夫
は
初
代
で
、
斯
界
前
後
な
き
名

音
と
謳
わ
れ
た
名
人
で
あ
る
。

兎
に
角
初
演
は
斯
の
如
く
で
あ
る
が
、
其
後
二
代
土
佐
太
夫
の
播
摩
大
掾
が
鶴
沢
寛
治
と
共
に
勤
め
、
大
い
に
此
曲
の
改
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善
を
施
し
、
好
評
を
得
て
度
々
語
っ
た
の
で
、
現
今
で
は
、
其
「
風
」
が
大
分
伝
わ
っ
て
居
る
様
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
年
大
阪
文
楽
座
で
、
豊
竹
古
靱
太
夫
が
此
「
春
日
村
」
を
上
演
し
た
が
、
其
節
も
や
は
り
、「
土
佐
太
夫
党
」
に
基
つ
い

た
様
で
あ
る
。
又
近
世
で
は
三
代
目
長
登
太
夫
も
語
り
、
明
治
に
入
っ
て
は
、
初
代
古
靱
太
夫
や
、
摂
津
大
椽
等
も
度
々
語

っ
て
居
り
︱
︱
大
椽
が
彼
の
名
人
団
平
を
相
三
絃
と
し
た
東
一
回
の
演
し
物
が
此
春
日
村
で
あ
っ
た
と
思
う
。︱
︱
其「
風
」

を
残
し
た
と
云
わ
れ
て
居
る
が
、
そ
う
な
る
と
「
芸
格
」
が
大
分
狭
く
な
る
し
、
大
椽
の
芸
風
を
類
推
し
て
、「
春
日
村
」

の
「
風
」
を
改
善
し
得
る
様
に
も
思
わ
れ
ぬ
か
ら
、
や
は
り
「
土
佐
太
夫
風
」
を
以
て
主
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
此
「
風
」

は
歌
舞
伎
に
も
輸
入
さ
れ
、
大
体
現
今
に
及
ん
で
居
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

扨
、
今
度
の
上
演
で
あ
る
が
、
之
を
一
番
目
に
据
え
、
序
幕
「
奈
良
街
道
茶
店
」、「
同
玉
水
カ
淵
」、
二
幕
目
「
春
日
野

小
由
住
居
」、「
同
貞
ノ
間
」
と
分
け
て
い
る
。
先
ず
之
等
の
場
の
概
略
と
云
う
と
、
惟
仁
親
王
と
惟
喬
親
王
と
の
皇
位
諍

い
に
、
そ
れ
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
御
鏡
を
惟
喬
親
王
方
の
加
担
者
が
盗
ん
で
何
れ
へ
か
隠
し
て
し
ま
っ
た
が
、
奈
良
街
道
の

玉
水
の
淵
が
日
夜
怪
し
く
鳴
動
し
、
殺
生
禁
断
の
淵
と
て
鳥
類
の
羽
ば
た
き
が
利
か
な
く
な
る
の
で
、
必
定
御
鏡
の
在
所
に

違
い
な
い
と
代
官
の
お
触
れ
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
耳
に
し
た
の
は
、
磯
の
上
豆
四
郎
、
春
日
野
信
夫
、
鉦
の
鐃
八
の
三
人

で
あ
っ
た
が
、
其
夜
信
夫
は
健
気
に
も
、
玉
水
ケ
淵
に
到
り
、
危
く
鐃
八
の
手
に
入
ら
ん
と
し
た
御
鏡
を
入
手
し
た
。

信
夫
の
家
は
夫
豆
四
郎
と
老
母
小
由
と
の
三
人
暮
し
、
寂
し
い
茅
屋
で
あ
っ
た
。
玉
水
ケ
淵
の
事
件
が
あ
っ
た
翌
日
、
当

時
殿
上
人
と
名
う
て
の
経
有
常
が
乗
物
行
列
美
々
し
く
小
田
ノ
方
を
訪
れ
た
。
有
常
は
実
は
小
由
と
は
、
昔
馴
染
の
仲
で
当

時
は
太
郎
助
と
云
う
百
姓
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
娘
の
信
夫
と
云
う
は
小
由
の
子
で
は
な
く
、
実
は
有
常
が
若
か
し
頃
、
不

興
を
受
け
て
陸
奥
を
浪
々
す
る
当
時
儲
け
た
実
の
娘
で
、
又
現
在
有
常
が
自
分
の
娘
と
し
て
養
育
し
て
い
る
井
筒
姫
は
畏
き
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辺
り
の
御
胤
で
あ
っ
た
。
処
が
惟
喬
親
王
が
井
筒
姫
を
所
望
し
て
居
ら
れ
る
が
、
姫
は
在
原
業
平
と
深
い
契
り
を
交
し
て
居

ら
れ
る
の
で
、
今
は
行
方
不
明
と
い
う
事
に
な
っ
て
居
る
。
其
処
で
有
常
は
、
苦
肉
の
策
と
し
て
、
我
が
実
の
娘
と
、
そ
れ

に
夫
の
豆
四
郎
が
幸
い
に
も
、
業
平
生
写
し
な
い
の
で
、
二
人
を
御
身
替
り
に
立
て
ん
と
、
小
由
方
を
訪
れ
た
。
丁
度
其
日

は
小
由
の
夫
六
太
夫
の
七
年
目
の
祥
月
命
日
に
当
る
の
で
、
小
由
は
有
常
に
、
自
ら
挽
た
「
は
つ
た
い
茶
」
を
御
馳
走
し
た
。

有
常
は
四
方
山
の
話
の
後
奥
の
間
へ
入
っ
た
が
、
其
跡
へ
、
娘
信
夫
が
御
鏡
を
持
っ
て
帰
っ
て
来
た
。
夫
豆
四
郎
と
共
に
自

ら
が
犯
し
た
恐
ろ
し
き
罪
を
語
り
合
い
、
母
に
難
儀
の
か
ゝ
ら
ぬ
様
勘
当
を
受
け
よ
う
と
決
心
す
る
。
信
夫
は
色
々
の
動
機

を
造
っ
た
母
か
ら
勘
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
が
、
母
は
飽
く
ま
で
も
善
人
で
全
然
問
題
に
し
な
い
の
で
、
二
人
で
ゴ
テ
〳
〵

し
こ
い
る
所
へ
有
常
が
現
れ
、
信
夫
と
伊
勢
斎
宮
に
立
て
ん
故
、
娘
を
返
し
て
呉
れ
と
頼
ん
だ
が
、
母
は
中
に
聞
き
入
れ
な

い
。
所
へ
代
官
が
玉
水
ケ
淵
の
事
件
に
つ
き
信
夫
、
母
共
に
召
し
捕
り
に
来
た
の
で
、
母
の
驚
く
を
す
か
さ
ず
有
常
は
、「
斎

宮
な
ら
ば
如
何
様
の
科
は
有
つ
て
も
命
助
か
る
筋
も
有
ふ
が
、
敢
な
き
小
由
の
娘
な
ら
ば
是
非
に
及
ば
ず
招
捕
ら
れ
ん
。」

と
云
う
の
で
小
由
は
是
非
な
く
娘
を
縁
切
っ
た
。
い
よ
〳
〵
娘
の
出
立
に
際
し
、
そ
の
名
残
と
し
、
小
由
は
娘
の
琴
と
自
ら

の
砧
と
の
合
奏
を
要
求
す
る
の
で
、
衝
立
の
隔
て
ゝ
の
連
弾
「
妹
背
川
」
の
切
々
哀
々
た
る
調
べ
の
中
に
、
豆
四
郎
信
夫
は

有
常
の
手
に
か
ゝ
る
。
小
由
内
に
隠
ま
わ
れ
て
居
ら
れ
る
、
井
筒
姫
、
業
平
の
二
人
は
御
鏡
を
手
に
入
れ
、
首
尾
よ
く
惟
仁

親
王
を
畏
き
辺
り
の
御
跡
目
に
立
た
せ
る
。
と
云
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
今
度
は
、」
有
常
」
を
吉
右
衛
門
、「
豆
四
郎
」
と
「
業
平
」
二
役
を
我
当
、「
信
夫
」
と
「
井
筒
姫
」
二
役
を
福

助
、「
鐃
八
」
を
染
五
郎
、「
小
由
」
は
大
阪
か
ら
上
京
し
て
来
た
莚
女
と
云
う
配
役
で
あ
っ
た
が
、「
有
常
」
の
吉
右
衛
門

を
外
は
皆
初
役
で
あ
る
し
、
吉
右
衛
門
に
し
て
も
二
度
目
で
あ
る
か
ら
未
だ
芸
が
定
ま
っ
て
居
ら
ず
、
皆
々
大
分
ヘ
マ
を
演

、
、
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っ
て
居
っ
た
様
で
あ
る
。
吉
右
衛
門
は
「
は
つ
た
い
茶
」
の
件
が
と
て
つ
も
な
く
悪
く
、
莚
女
は
丸
で
芸
風
が
違
う
の
で
見

ら
れ
な
い
し
、
我
当
の
「
豆
四
郎
」
が
予
期
に
反
し
全
々
な
っ
て
居
な
い
。
唯
福
助
の
「
信
夫
」
が
一
番
無
難
で
、
細
か
く

云
え
ば
欠
点
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
よ
く
其
役
を
呑
み
込
む
で
居
る
様
に
見
ら
れ
た
。
先
此
「
春
日
村
」
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
は
、「
は
つ
た
い
茶
」
で
は
、
そ
の
「
風
格
」
で
「
有
常
」
の
「
変
り
」
が
最
も
困
難
で
あ
る
と
思
う
。
同
じ
世
話
時

代
の
人
物
で
も
「
有
常
」
は
、『
逆
櫓
』
の
「
樋
口
」
や
、『
大
物
』
の
「
知
盛
」
と
は
そ
の
趣
を
著
し
く
異
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

「
有
常
」
は
今
で
は
何
と
云
っ
て
も
殿
上
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
品
合
を
失
わ
な
い
範
囲
で
、
懐
し
さ
の
為
に
世
話
に
砕
け

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
小
由
」
の
純
田
舎
風
の
無
邪
気
と
正
直
と
云
う
一
つ
の
品
合
と
絡
み
合
っ
て
こ
そ
、
ほ
ん
と
う

の
「
は
つ
た
い
茶
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
其
点
か
ら
云
う
と
、
今
度
の
等
は
丸
で
噺
に
な
ら
な
い
「
は
つ
た
い
茶
」
で
あ
っ

た
。
誰
で
あ
っ
た
か
新
聞
の
批
評
に
是
を
、「
大
体
風
格
を
壊
さ
ぬ
程
度
に
演
っ
て
い
る
。」
等
と
書
い
て
居
ら
れ
た
が
、

随
分
酷
い
事
だ
と
思
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
「
小
由
」
が
「
有
常
」
の
乗
物
を
迎
え
、
驚
く
件
り
は
、『
楠
昔
噺
』

「
徳
太
夫
内
」
の
婆
が
「
照
葉
」
を
迎
え
る
時
の
腹
加
減
と
同
一
で
あ
る
と
思
う
。

次
に
奥
に
な
っ
て
、「
信
夫
」
の
戻
り
は
、
彼
女
は
死
を
覚
悟
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
淡
み
込
む
様
な
気
合
が
な
い

と
駄
目
で
あ
る
。
そ
し
て
詞
遣
い
は
往
昔
は
「
幽
霊
詞
」
に
と
迄
云
い
伝
う
れ
た
事
も
あ
っ
た
由
で
あ
る
か
ら
、
始
終
怖
気

を
持
ち
、
絶
望
の
中
に
、
夫
に
対
す
る
愛
情
を
失
わ
ぬ
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
処
、
福
助
は
未
だ
充
分
徹
底
は
し
て
居
な

か
っ
た
が
、
腹
構
え
は
正
し
か
っ
た
事
は
認
め
得
ら
れ
る
。「
豆
四
郎
」
と
て
も
同
然
で
あ
る
が
、
我
当
は
ど
う
云
う
物
か

全
々
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、「
小
由
」
と
「
豆
四
郎
」
と
「
信
夫
」
の
三
人
の
取
合
の
間
は
、「
信
夫
」
の
詞

遣
い
、
腹
加
減
が
最
も
至
難
で
、「
テ
レ
か
ら
さ
ん
あ
ん
な
事
云
う
て
じ
や
わ
い
な
。」
等
の
詞
の
盛
り
方
は
よ
く
〳
〵
味
わ
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ね
ば
な
ら
な
い
。
総
て
、
此
辺
は
前
の
「
玉
水
ケ
淵
」
の
場
が
よ
く
腹
の
中
に
入
っ
て
居
な
い
と
出
来
な
い
と
思
う
。「
信

夫
」
と
「
豆
四
郎
」
二
人
に
な
っ
て
、
御
鏡
を
見
せ
か
ら
は
、「
信
夫
」
の
詞
は
、
何
等
の
怖
気
も
な
い
、
当
然
の
事
を
仕

て
来
た
と
云
う
心
持
の
中
に
、
恐
ろ
し
い
気
合
が
見
物
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
御
鏡
を
見
て
か
ら
は
、「
豆
四
郎
」
は
時

代
の
人
物
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
磯
ノ
上
民
部
の
伜
「
豆
四
郎
悛
情
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
豆
四
郎
」
が
「
信
夫
」

に
母
の
勘
当
を
促
す
件
り
は
、「
豆
四
郎
」
の
中
で
は
最
も
大
切
な
、
至
難
の
所
で
あ
る
。「
今
宵
の
中
に
お
供
し
て
、
此

所
を
立
退
く
所
存
」
と
「
が
コ
レ
、
そ
な
た
は
母
に
勘
当
受
キ
ヤ
」
と
の
間
は
腹
一
杯
の
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
当

マ

の
「
豆
四
郎
」
は
此
処
が
出
来
て
居
な
い
か
ら
、
従
っ
て
、
後
の
「
小
由
」
と
「
信
夫
」
と
の
取
合
の
時
、
上
手
の
次
の
間

か
ら
様
子
を
窺
う
所
が
全
然
無
意
味
に
な
っ
て
来
る
。

そ
れ
か
ら
勘
当
の
条
り
に
な
っ
て
、「
信
夫
」
の
切
迫
し
た
心
持
と
相
俟
っ
て
、「
小
由
」
何
処
ま
で
も
、
無
邪
気
に
、

正
直
一
遍
に
、
而
し
て
品
位
を
忘
れ
ぬ
様
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

兎
に
角
娘
に
ポ
ン
〳
〵
云
わ
れ
乍
ら
、
ま
だ
機
嫌
を
取
っ
て
居
る
様
な
母
で
あ
る
か
ら
。

「
有
常
」
の
出
は
、
彼
が
い
よ
最
後
の
覚
悟
を
し
て
出
て
来
る
の
で
あ
る
か
ら
「
不
幸
を
尽
し
愛
想
を
尽
か
さ
れ
、
親
子

の
縁
を
切
ら
ず
ん
ば
、
母
へ
の
孝
は
立
ま
じ
。」
の
詞
に
は
、
悲
壮
な
る
気
持
が
充
満
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
大
き
く

上
品
に
、
続
く
物
語
は
サ
ラ
〳
〵
と
運
び
、
代
官
と
取
持
の
間
は
、
波
瀾
が
荒
く
な
り
過
ぎ
易
い
所
で
あ
る
。

「
小
由
の
魚
の
間
」
に
舞
台
が
変
っ
て
か
ら
は
、
一
体
に
唯
、
恐
ろ
し
い
気
合
が
満
場
に
充
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
こ
そ
、

此
場
の
琴
唄
が
、
外
に
比
較
す
る
物
も
な
い
程
、
悲
愴
に
な
り
、
そ
れ
で
こ
そ
ほ
ん
と
う
の
「
春
日
村
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

終
り
に
、『
競
伊
勢
物
語
』
の
『
競
』
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
普
通
は
、「
ハ
ナ
ク
ラ
ベ
」
で
あ
る
が
、
文
化
六
年
九
月

の
中
村
座
の
折
は
、「
ス
ガ
タ
ク
ラ
ベ
」
と
あ
り
、
嘉
永
三
年
五
月
河
原
崎
座
の
時
に
は
、「
ク
ラ
ベ
コ
シ
」
と
読
ま
し
て
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居
る
。
其
他
、
伊
原
青
々
園
氏
の
「
日
本
演
劇
史
」
に
は
、「
ハ
デ
ク
ラ
ベ
」
と
あ
り
、
帝
国
文
庫
の
は
、「
ダ
テ
ク
ラ
ベ
」

と
な
っ
て
居
る
。
大
正
四
年
八
月
の
帝
国
劇
場
上
演
の
節
は
、「
ス
ガ
タ
ク
ラ
ベ
」
と
読
仮
名
が
付
い
て
居
り
、
今
度
は
、

「
ハ
ナ
ク
ラ
ベ
」
に
な
っ
て
居
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
書
卸
し
の
丸
本
に
読
仮
名
は
付
い
て
居
な
い
が
、
初
演
の
番
付
（
即
安

永
乙
未
四
月
大
阪
中
の
芝
居
）
に
は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
、「
ハ
ナ
ク
ラ
ベ
」
と
仮
名
が
付
け
て
あ
り
、
又
二
度
目
の
上
演
の
天

明
三
癸
卯
四
月
大
阪
中
の
芝
居
の
番
付
に
も
歴
然
と
、「
ハ
ナ
ク
ラ
ベ
」
と
振
仮
名
が
付
い
て
居
る
か
ら
、「
ハ
ナ
ク
ラ
ベ
」

が
一
番
正
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

［
備
考
］

・
６
八
月
二
日
…
八
月
十
二
日
（『
近
世
邦
楽
年
表

義
太
夫
節
之
部
』）

(８)

競
伊
勢
物
語

安
永
四
未
八
月
十
二
日
（『
外
題
年
鑑
』）

・

其
後
二
代
土
佐
太
夫
の
播
摩
大
掾
が
鶴
沢
寛
治
と
共
に
勤
め
、
大
い
に
此
曲
の
改
善
を
施
し
、
好
評
を
得
て
度

(９)

16
々
語
っ
た
の
で
…
文
化
八
年
七
月
吉
日

三
段
目
切

土
佐
太
夫
（『
義
太
夫
年
表

近
世
篇
』）

文
化
十
年
七
月
十
七
日

三
段
目
切

土
佐
太
夫
（
同
）

文
政
八
年
正
月
二
十
三
日

三
段
目
切

播
磨
大
掾
（
同
）

文
政
九
年
九
月

春
日
村

切

播
磨
大
掾
（
同
）

・
２
先
年
大
阪
文
楽
座
で
、
豊
竹
古
靱
太
夫
が
此
「
春
日
村
」
を
上
演
し
た
が
…
昭
和
五
年
十
月

(10)
・
３
又
近
世
で
は
三
代
目
長
登
太
夫
も
語
り
…
文
久
元
年
三
月
三
日

春
日
村

切

長
登
太
夫
（
同
）

(10)
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・
４
大
椽
が
彼
の
名
人
団
平
を
相
三
絃
と
し
た
東
一
回
の
演
し
物
が
此
春
日
村
で
あ
っ
た
と
思
う

(10)

…
明
治
十
年
九
月
廿
四
日
よ
り

松
島
文
楽

伊
勢
物
語

春
日
村

三
味
線
団
平
と
な
る

（「
竹
本
摂
津
大
掾
興
行
年
表
」『
竹
本
摂
津
大
掾
』）


